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二期作トウモロコシ栽培試験

二作目の播種時期と品種の検討

福井 弘之・武内 徹郎

要 約

二期作トウモロコシ栽培において、二作目の可消化養分総量含量を高める黄熟期で収穫可能な播

種期の検討と品種の比較を行った。

トウモロコシの二期作目の栽培は8月上旬に播種すると11月下旬には黄熟期で収穫することが確

認された。8月下旬に播種すると12月上旬で乳熟期までの登熟となる。

「 」 、 。品種は8月上旬に播種の ﾊﾟｲｵﾆｱ135 が乾物収量211kg/a ＴＤＮ収量136kg/aと高収量であった

目 的

トウモロコシは栄養価が高く、高収量が得られ

ることから、本県では昭和62年の656haをピーク

に栽培されていたが、ロールベールの普及による

作目、作付け体系の変遷、施設の老朽化、台風に

よる不安定な生産性などにより、栽培面積が大き

く減少している。

しかしながら、近年の配合飼料の高騰により高

栄養価のトウモロコシ生産を志向する農家が増え

てきたこと。また、細断型ロールベーラや汎用型

飼料収穫機の開発により、省力的に高品質なサイ

レージが調製可能となってきたことから、本県で

も酪農家5戸が平成21年4月に飼料生産コントラク

タ組合を設立し、汎用型飼料収穫機を導入してト

ウモロコシ栽培に取り組み始めた。この組合では

温暖な気象条件を最大限に生かし、二期作栽培に

取り組んでいるが、二作目のトウモロコシは登熟

せずに収穫している事例が見受けられ、技術的に

十分でなく、これらの栽培体系を確立が急務であ

る。

本県におけるトウモロコシ二期作栽培研究は、

周年多収栽培技術として桑原ら が1985年に研究１）

を開始し、トウモロコシと冬作飼料作物を組み合

わせた2年5作体系 が報告されているが、品種、２）

収穫作業体系の変化から、再度、栽培技術につい

て検討する必要がある。

そこで、本報告では二作目播種時期を2つの時

期に分けて、可消化養分総量（以下：TDN）含量

を高める黄熟期で収穫可能な播種期の検討と、品

種の比較を行った。

材料および方法

試験は徳島県立農林水産総合技術支援センター畜

産研究所ほ場で実施 供試品種は ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ王夏 ｽ。 「 」「

ﾉｰﾃﾞﾝﾄわかば ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ夏空Ｗ ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ125Ｖ な」「 」「 」「

つむすめ 「ﾊﾟｲｵﾆｱ135」の計6品種。試験区面積・」

区制は1区60㎡（3.0×20m）2反復、乱塊法で配置。

耕種概要は播種期を2期（2012年8月7日、2012年8月

21日）で行い、播種方法は条播、710本／a、畦幅70

cm 、株間20cm 、施肥量（kg/a）は基肥N-P2O5-K2O

＝1.5-1.5-1.5、堆肥5t/10a、除草剤は播種直後に

、 。ﾗｯｿｰ乳剤30ml/a 4葉期にｹﾞｻﾞﾉﾝｺﾞｰﾙﾄﾞ10ml/a散布

調査項目は牧草・飼料作物系統適応性検定試験実

施要領 に基づき調査した。3）
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結果および考察

（1）生育成績

発芽、初期生育生育調査結果を表1に示した。

について、8月7日播種は播種後の降雨が少なく、や

や生育がばらついた。8月21日播種は播種後に降雨

生育期間中の気象条件をがあり、良好であった。

図4に示した。平均気温は8月～10月中旬にかけて

平年より高く、11月以降はの気温が平年より低か

9月下旬に台風の襲った。降水量は8月は少なく、

来で全品種の茎葉が損傷し、倒伏したが、その後の

生育で倒伏は正常と判定する程度に回復した。出穂

は8月7日播種で9月24～27日、8月21日播種で10月10

～14日であった。両播種日とも稈長、着雌穂高にお

いては品種差は同じ傾向であった。播種日が早いほ

うが稈長で約9cm、着雌穂高で約21cm高かった。調

査時の熟期は8月7日播種で黄熟期（11月27日 、8月）

21日播種は乳熟期（12月11日）であった。

（2）収量成績

収量調査結果を表2に示した。乾物収量は、8月

7日播種で平均175kg/aで、最も多かったのは「ﾊﾟ

ｲｵﾆｱ135」が211kg/aであった。8月21日播種は平

均135kg/aで、最も多かったのは「ﾊﾟｲｵﾆｱ135」が

157kg/aであった。TDN収量は8月7日播種で平

均112kg/a。最も多かったのは「ﾊﾟｲｵﾆｱ135」の13

6kg/aであつた。8月21日播種は平均103kg/aで、

最も多かったのは「ﾊﾟｲｵﾆｱ135」が92kg/aであっ

た。
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播種期別の乾物収量の平均値を図2に示した。乾

物収量では8月7日播種区が40kg/a多収であった。

また、図3に播種期別の栄養価（TDN）の平均値を

示した。図4に播種期別のTDN収量を示した。TDN

収量では8月7日播種区が33kg/a多い収量であっ

た。

乾物率は8月7日播種区が30.6-24.7%で平均27.4

%、8月21日播種が19.1-23.7%で平均20.7%で、8月

7日播種は黄熟期における収穫に適した乾物率（2

5-35%）の範囲 にあったが、8月21日播種区は乳４）

熟期で、サイレージ発酵品質や栄養価の低いサイ

レージになりやすい 高水分であった。また、ロ５）

ールベーラ収穫体系において、排汁を防ぐため乾

物率25%以上が収穫調製に適している が、両播6）

種時期時期とも高い水分となった。

（3）まとめ

トウモロコシの二期作目の栽培は8月上旬に播

種すると11月下旬には黄熟期で収穫することが確

認された。桑原ら の報告でも8月上旬播種で11１）

月には黄熟期まで登熟している。また、折原 も7）

神奈川県におけるトウモロコシ二期作には一作目
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はRM100～110、二作目はRM120～135の品種の組み

合わせで、播種を一作目は4月10日頃まで、二作

目は8月7日頃までに行う栽培体系が有効であると

報告している。

図5に播種期別のTDN収量飼料価値を示した。TD

N1ｋｇを50円 で換算すると、播種が2週間遅れ8）

ることにより、8月21日播種区は8月7日播種区よ

り、10ａあたり16,392円分栄養的に損失が発生す

る。

加藤ら は、二期作栽培体系で総合的に高栄養9）

かつ高収量を得るためには、二期作目が多収とな

る期間を確保し、一作目はそれまでに収穫に適し

た熟期の品種を用いることが重要であるとしてい

る。

以上の結果から、二期作目の播種は8月上旬ま

でに行うと黄熟期で収穫でき、高いTDN収量が得

られることから、8月上旬播種を推奨する。

今後は、二作目の品種の比較試験を継続すると

ともに、一期作目の播種時期と品種を検討し、徳

島県のトウモロコシ二期作栽培の確立に努めてい

きたい。
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